
　はじめに

Q1 学習の見通しをもたせるために大切なことは？

Q2 振り返りの充実に向けて大切なことは？

Q3 ICT端末は毎時間使うの？

Q4 ICT端末があれば教科書は必要ない？

Q5 教師の役割として意識する視点は？

Q6 子どもの考えを深めるために大切なことは？

Q7 アウトプットの機会を増やすことで他にどんな効果が期待できるの？

Q8 他者参照させると、自分で考えない子どもが育つのでは？

Q9 文字の入力方法は自由でよい？

Q10 今後充実すべき授業スタイルは？

子どもの資質・能力を育成するための

ＩＣＴ活用に向けて
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ー 実 践 例 ー

もくじへ

子どもと学習計画を共有する実践例

  学習計画は、基本的

にクラスルームで個人
に配信するとともに、必
要に応じて教室のモニタ
ーなどに提示します。各
教科の指示が膨大にな
るので、右のように教科
ごとにクラスルームを作
ると便利です。

国語
外国語活動

社会

体育

   最初は、簡単な見通しと振り返りスプレッドシートの
活用から始めます。子どもたちが理解して行動に移
せるようになったら、少しずつ詳しい指示や添付コン
テンツを増やしていきます。慣れてくると、前日の授業
準備のほとんどはクラスルームを活用してできるよう
になります。複数の学級がある小学校の場合は、教
科担当を決めて、担当者が各クラスのクラスルームに
学習計画をアップするようにすると業務削減にもつな
がります。
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ー 実 践 例 ー

もくじへ

　クラウド機能を活用し自己評価を共有することで、クラス全体の取組状

況や振り返りが可視化されます。そのことで、自らの学びを客観的に捉え、
メタ認知が促されて自己成長につなげることができます。

　スプレッドシートなどのクラウド機能を活用すると、日付ごとに記録を残し、振り返りを蓄積できます。同じ項
目で継続的に記録することにより成長を実感しやすくなります。文字数カウント機能などを活用すると表現力
の向上につなげることもできます。
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ー 実 践 例 ー

もくじへ

　しっかり見てほしい、書くことで覚

えてほしい場面では、当然ICT端末
を使用しないことがあります。また、
ICT端末で調べた情報をノートにま
とめる場面もこれからも変わらず大
切です。
　一方で、調べた情報を共有する
場面、他者の考えを参照しながら
学習を進める場面、探究的な学び
を行う場面などでは、クラウド機能
を活用する方が効果的です。授業
で紙とICT端末を意図的に使い分
け、子どもたちがどちらの経験も積
むことにより、子どもたち自身が目
的に応じて適切に選択・活用できる
力を育てます。
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ー 実 践 例 ー

もくじへ

　デジタル教科書の様々なコンテンツを授業に取り入れることで、思考ツールとして活
用することができます。また、問いや練習問題の答えなどを簡単に提示することができ、
練習時間の設定に幅がもたせられ、目的に応じた時間配分の工夫もできるなど、授業
において有効なツールと言えます。

　中学校数学２学年の文字式の計算
場面での活用事例です。デジタル教
科書の解答に付箋を貼ることにより、
段階的に計算過程が確認できます。
一斉に答えを配付し、時間を短縮す
ることで、練習時間をしっかりと確保
できます。

　中学校数学３学年の因数分解を学習する導入場面の活用事例です。デジタル教科書にあるコンテ
ンツを利用し、条件設定された四角形を生徒各自がICT端末で操作しています。教科書の問いがその
まま操作活動につながり、面積と対応する縦、横の長さを考える上でスムーズに学習が進みます。

デジタル教科書の活用実践
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もくじへ

子どもたちの学習への教師の関わりは減る？
　一人一台端末の活用が進み、「子どもたちが自分自身で学びを進める」、「子どもたちの学
びが自走する」という言葉をよく耳にするようになってきました。果たして、子どもたちが自分
で学びを進めると教師による子どもたちの学習への関わりは減るのでしょうか？
　答えは、「NO」です。
　「令和の日本型学校教育」において、求められている教師の役割は、子どもたちの学びの
「伴走者」であること。教師が子どもたちの主体的な学びを支援する存在として、寄り添い、
必要な時に必要なだけサポートし、子どもたちが自ら学びを深めていくように導く役割となる
ことを意味しています。
　子どもたちが主体的に学びに向かい、主体的に学ぶことができるよう指導することは大切
です。そのために、教えるべきことはきちんと教える、子どもに委ねるところは委ねる、教材
研究をしっかりと行うなど、教師の指導性を発揮しながら、子どもたちの資質・能力を育成し
ていくよう努めましょう。

Column コラム
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ー 実 践 例 ー

　ときには教師が聞き、アドバイスも（動画リンク）

もくじへ
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中３理科「化学変化とイオン」
・ダニエル電池のしくみについ
　て、学んで理解したことを友達
　に説明。
・録画し、クラスルームで提出。
・クラスルームを通して全員分の
　アウトプットの状況を確認。

・全員がアウトプット。
・撮影することで、言葉を選
　び、正確に伝えようとする。
・使うものは教科書。アウト　　
　プットするには、よく読み、　
　図を理解することが重要。



ー 実 践 例 ー

もくじへ

　クラウド機能を活用したアウトプットだけでは自分の考え

を共有したことにはなりません。自分の考えを友だちと説明
し合ったり、交流したりする場面を教師が意図的に設定する
ことが重要です。
　また、完成後の交流だけではなく、途中段階でも交流し、
他者の考えと比較して自分の考えを見直す機会をつくること
も大切です。
　説明や交流の場面では、各教科の見方・考え方を働かせ、
本時の目標達成にもつながる交流の方法を教師が仕掛け
ることにより、深い学びへと導くことができます。
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ー 実 践 例 ー

もくじへ

　スプレッドシートに関しては、どの教科

においても活用することができます。完成
したものの交流はもちろん、友達の考えや
作品の途中経過を参考にすることも可能
です。左は図工の実践例です。一覧にす
ると項目が多すぎる場合は、子どもたちの
人数分シートを作成し、それぞれの進度
に合わせて、取り組ませるようにします。

他者参照を取り入れた実践例

図工　スプレッドシート共同編集

国語　チャットコメント　リアクション交流

外国語活動　発音動画交流
　上は国語で、教科書から読
み取った情報をチャットの活
用により交流し、リアクショ
ンしたり、友達同士で助け合
って学習する様子です。
　左は発音動画をドライブに
アップして交流している様子
です。自信がない子は、早く
できた子の動画を見て参考に
しながら練習します。

図工　オクリンクプラス　コメント交流

　小学校限定ですが、オクリンクプラスを活用した例で
す。人数分のボードを準備し、フィグジャムのように思
考を整理するために使うこともできます。例のように完
成した作品やまとめたカードを参照し、交流することが
できます。みんなのボードにカードをあげると、友だち
がまとめたものの途中経過を参考にしながら学習を進め
ることも可能です。
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情報活用能力の育成
　現在、次期学習指導要領に向けた審議が行われています。その審議では、「情報活
用能力」が話題になっています。情報活用能力は、学習指導要領において、「言語能
力」「問題発見・解決能力」と並んで「学習の基盤となる資質・能力」として位置付
けられています。

　
　タイピングスキルの習得は、情報活用能力の１つである「情報手段の基本的な操作
の習得」にあたります。情報活用能力はその他にも、上記のような力が含まれます。
情報モラルや情報セキュリティ等に関する資質・能力の育成も求められます。情報活
用能力は、各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図ることが重要であり、
そうして育まれた情報活用能力を発揮させることにより各教科等における「主体的・
対話的で深い学び」へとつなげていくようにすることが大切です。

【情報活用能力とは】　
　学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報
を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達し
たり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり、さらに、
このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、
プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・
能力等も含むもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小（中）学校学習指導要領解説　総則編）

Column コラム
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ー 実 践 例 ー
子どもの実態を踏まえた段階的な指導例　　（朝の時間で練習し、授業につなげる）

【ステップ１】　取り組み易い課題で、思考しながら入力に挑戦する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ステップ２】　取り組み易い課題で、思考しながら入力に挑戦する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ステップ３】　時間内で決められた文字数を目指す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ステップ４】　授業につなげる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　思考しながら入
力すると、作業が
停滞する子が出て
きます。
　他者参照でヒン
トをつかませます。
　評価のフィード
バックも忘れず
に！

　
　時間制限をする
と入力文字数が減
ります。
　頭と手を同時に
働かせるのに慣れ
るまで、練習を重
ねます。

　文字数にも条件をつけることで、文の組立や就職

など、思考を深めさせます。

　練習した内容（キーワード↔要点、文字数↔要
約）が授業につながることが自然に意識できます。
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